
ラグビーワールドカップ2019及び、ああ、
東京2020オリンピック・パラリンピックに
向けた府中市の取組についてでしょうかね。
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総合教育会議資料１



「府中市東京オリンピック・パラリンピック競技大会等関連事業推進プロジェクト
基本方針」
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2大会に向けた府中市の取組について

●方針の策定（平成27年11月）

オリンピック等の開催を契機に、スポーツタウン府中の更なる推進を図るとともに、本
市の魅力を世界に発信します。

さらに、未来を担う子どもたちに夢と希望を与え、都市としてのにぎわいと活力を生み
出し、本市が持続的に発展することを目指し、市民との協働により全市を挙げて、オリン
ピック等の成功に向けた取組を推進します。

＝ 2大会の開催を、地域活性化と持続的発展へつなげる

「府中市東京オリンピック・パラリンピック等関連事業推進アクションプラン
Road to 2019-2020 ～レガシーの創出に向けて～」

●計画の策定（平成28年11月）

 5本の柱（大会気運の醸成、キャンプ地の誘致、ボラン
ティアの育成支援、スポーツ・文化の発展、魅力発信）
に沿った取組によってレガシーを創出する

基本的な考え方



•大会気運を高めるイベント等の実施
（カウントダウンイベントをオリンピアン、パラリンピアン等

を招いて実施）

•福祉まつりやけやきフェスタ等の大規模なイベントでの
コラボレーションによる大会PRの実施

•聖火リレーに向けた準備（東京競馬場でのセレブレーション
イベント等）※府中市は令和2年7/15(水)に実施

•府中市、調布市、三鷹市の協働によるラグビー啓発の取組
（ラガマルくんルールブック、トップリーグバスツアー等）

•ロードレース啓発イベントの実施
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５本の柱ごとの取組（抜粋）
●大会気運の醸成



《ラグビーワールドカップ2019大会期間中のイベント》
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５本の柱ごとの取組（抜粋）

●府中ラグビーウィーク
日本代表やキャンプ実施国であるイングランド、フランスの試合を中心にパブリックビューイングを行います。
特に、イングランド及びフランスのキャンプ実施期間に併せ、フランスウィーク、イングランドウィークとし、市民に対するキャ
ンプ実施及び大会PRのほか、海外からの来訪者に対し、日本文化や食を体験できるイベントも開催します。
■フランスウィーク・イングランドウィーク
・日 程︓9月下旬、10月初旬
・場 所︓けやき並木通り、フォーリス前けやき広場ほか
・内 容︓①市内芸術文化団体によるステージや体験コーナー

②市内飲食店の出店や中学生のブース
③観光案内コーナー
④ラグビー体験コーナー
⑤パブリックビューイングやトークショー

●市制施行65周年記念市民パレード
・日 程︓10月20日（日）
・場 所︓旧甲州街道、けやき並木通りほか
・内 容︓①太鼓パレード

②山車パレード
③民謡流し
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●キャンプ地の誘致
【ラグビー】
•RWC2019では、イングランド、フランス、決勝トーナメント
進出チームの公認チームキャンプ地の受入れ（9月～11月)
•2020年のオリンピックに向け、７人制日本代表を継続的に

キャンプ受入れ（5月、7月、12月）

【野球】
•プレミア12（オリンピック予選）における野球オーストラリア代表の

事前キャンプ受入れ（10月）

【車いすバスケットボール】
•三菱電機WORLD CHALLENGE CUP2019の

開催に伴うオーストラリア代表の受入れ（8月）

【卓球】
•テストイベントにおける
オーストリア代表の事前キャンプ
受入れ（10月～11月）

５本の柱ごとの取組（抜粋）



•両大会をきっかけとして、市民の積極的なボランティア活動への参加を促進し、その活動を支
援していくため、平成30年5月にボランティアの登録制度「チームFUCHUボランティアバンク」
を設立。事前キャンプや市のイベント等で活動中。育成講座もあわせて開催。

•ロードレースにおける沿道整理等を行うコースサポーターを募集・テストイベントで活動。
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●ボランティアの育成支援

５本の柱ごとの取組（抜粋）

テストイベント
PHOTO

テストイベント
PHOTO
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●スポーツ・文化の発展
•スポーツを「する」「観る」「支える」「育てる」環境の充実
（府中駅伝でのオリンピアン招へい、ジュニアスポーツへの支援など）

•トップチームと連携したイベントや観戦機会の拡大等

•ボッチャをはじめとする障害者スポーツの振興
（地域体育館でのボッチャ体験機会の拡大等）

•府中市における文化プログラムの発信
（東京2020参画プログラムの認証）

•平和の祭典から「平和」を考えるウィークの開催

５本の柱ごとの取組（抜粋）



•国内外の来訪者の誘致とおもてなしの取組
（外国人観光客向けプロモーションの実施、ファンゾーン多摩会場での観光PR、

指さしシート等の配布等）

•市制施行65周年記念切符配布等おもてなし事業の実施

•府中駅北口改札前の「183 FUCHU FAN ZONE」の開設による
情報発信（臨時観光インフォメーションセンターのとしての活用）

•ホストタウン交流事業の推進（オーストリア、オーストラリア）
８月 TOKYO2020大会１年前記念ホストタウンPRイベントの実施
10月 ヘルナルス区友好訪問団の来府による交流イベント
令和２年３月 オーストラリアへの中学生ホームステイ派遣

•多磨駅駅舎の橋上化及びバリアフリー化の推進

•テレビドラマとの連携による
市やラグビーのまち府中のPR
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●魅力発信

５本の柱ごとの取組（抜粋）


